
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
昨年後半、米欧発の金融危機等から突発した世界的不況の中、わが国の経済・

金融環境は一段と厳しさを増し、大分県内経済も先行きの不透明な状況におか

れています。 
 
株式会社日本政策投資銀行（以下「DBJ」という）大分事務所では、昨今の

このような状況下、設備投資動向に関する２つの調査（緊急アンケート調査お

よび最近の県内主要企業立地による経済波及効果試算）を実施し、改めて大分

県の設備投資の｢方向｣と｢水準｣を考えるミニレポートをとりまとめました。 
 
本レポートでは、｢方向｣として当行九州支店にて昨年 12 月に発表した九州

地域における設備投資緊急アンケート調査のうち大分県内事業者からの回答を

もとに大分県における設備投資動向を、また｢水準｣として県内における最近の

主要企業立地に伴う経済波及効果を試算しており、この２つの視点から、大分

県内設備投資の現況を再確認しようとするものです。 
 
ＤＢＪは、企業理念｢金融力で未来をデザインします～私たちは創造的金融活

動による課題解決で、お客様の信頼を築き、豊かな未来を、ともに実現してい

きます～｣に基づき、今後も地域の皆様のお役に立てる情報発信に積極的に取り

組んでいきたいと考えております。 
 

 

ミニレポート発表 

『大分県の設備投資を考える』 
 

～ ｢方向｣と｢水準｣ ２つの調査結果から大分県内設備投資の立ち位置を ～ 

 

 

【お問い合わせ先】 

大分事務所  電話番号 ０９７－５３５－１４１１ 

 

2009 年２月 12 日

株式会社日本政策投資銀行


